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A. 研究目的 

本研究は、「地域における保健師の保健活動に関

する指針」を実用化するための「地域特性に応じた保

健活動推進ガイドラインの開発」の第二段階として、

保健活動で活用できるツールの作成を行うことを目

的として実施された。 

 

B. 研究方法 

1. 地域診断についての文献検討および専門家・

研究者からの情報収集：  

今まで公表されている地域診断に関する文献

について、検索データベースにて検索するととも

に、公表されている書籍および報告書等を収集し、

地域診断の定義や方法、診断項目について検討し

た。また、地域診断および評価に関するツールを

可能な限り収集し、保健活動の実践で活用でき、

開発可能なツールについて検討した。 

さらに、地域診断および評価に関する専門家お

よび研究者が集まる国内外の学会（ The 4th 

International Global Network of Public Health 

Nursing Conference, American Public Health 

Association 2016 Annual Meeting & Expo, 第 5

回日本公衆衛生看護学会学術集会）に出席し、公

衆衛生あるいは公衆衛生看護の専門家、研究者か

ら、地域診断と地域活動についての情報収集・意

見交換を行った。 

2. ツールの作成についての検討： 

これまで推奨されてきている地域診断のツー

ルの特徴と課題について整理した。その結果を踏

まえ、保健活動で活用できるツールの作成につい

研究要旨：本分担研究は、「地域における保健師の保健活動に関する指針」の実用化を進め

るために、「地域特性に応じた保健活動推進ガイドライン」の実践的方法論の開発と並行し

て、保健活動の実践で活用できるツールの作成を目的としている。本年度は、地域診断につ

いての文献検討および情報収集を行い、その結果を踏まえ、保健活動で活用できるツールに

ついて検討し、地区カルテ（仮称）、地域診断ツール、評価ツールを開発段階まで進めるこ

とができた。今後は、活用方法も含め、具体的なモデルやツールを開発するとともに、モデ

ル自治体における試行と評価を行っていく。 
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て、自治体の保健師（実践者）へのヒアリングを

行いながら検討した。 

C. 研究結果 

1. 地域診断についての文献検討 

これまで公表されている地域診断に関する文

献・資料は 27件（資料 1）あった。これらの文献

や調査研究で蓄積された地域診断の方法は、地

理・環境、交通、産業・経済、保健統計などにつ

いての情報を収集し、多角的かつ網羅的に地域を

診る方法がほとんどであり、保健計画等の策定時

など、特別な時に実施するものであった。実際に、

保健師が日常的な実践で用いることは困難で、実

用的ではないことが明らかになった。 

また、提示されてきたツールも、網羅的な地域

診断ツールであり、実際の保健活動ではそのまま

使用することが難しいことが明らかになった。 

  

2. ツールの作成についての検討 

 文献検討および情報収集の結果を踏まえ、保健

師が地域特性に応じた保健活動の実践で活用で

きる、有用なツールについて検討した結果、3 つ

のツールを開発段階まで進めることができた。 

《地区カルテ（仮称）》 

保健師が日頃の活動で個から見えたもの、その

ほか地区活動を通して得られた経験データは、十

分活用されていない。したがって、経験データも

含む、地区概要として地形・交通機関、主な保健

統計（人口、出生率、高齢者割合、生活保護率等）、

産業・文化・教育・生活、関係機関・住民組織と

キーパーソン、地区特性（特徴・強み・弱み）お

よびビジョン（将来像）に関する情報を蓄積し、

地域の健康課題、抽出した課題に対する地区活動

の目標、計画、評価などの活動のサマリーを記載

することができる、地区カルテ（仮称）を作成す

るものとした。地区カルテ（仮称）は、地区担当

者から地区担当者へと、経年的に引き継がれるこ

とを想定しており、地区カルテ（仮称）を活用す

ることにより、これまで個々の保健師が蓄積して

いた、地域のデータと地区活動についての情報を

共有し、より効果的な「地域特性に応じた保健活

動」を展開することができる。 

 

《地域診断ツール》 

実践では、保健師は個との関わりや、その他の

地区活動において、健康問題に関わる「気づき」

を得て、そこから地域診断を始める場合が多い。

しかし、そのような思考プロセスに合ったツール

は提示されていない。したがって、地区活動にお

ける「気づき」から地域診断に向かう思考プロセ

スの標準化モデルを作成するとともに、「気づき」

から始まる焦点化地域診断のツールを作成する

ものとした。地域診断ツールを活用することによ

り、標準化された「気づき」から始まる地域診断

のプロセスに沿って、気づきを得られた時に、ど

のデータを用いて、どのように分析していけばよ

いかについても、具体的に考えることができる。 

 

《評価ツール》 

 地区カルテ（仮称）や地域診断ツールを用いて、

明らかにした地域の健康課題と、課題解決のため

に行った地区活動の評価が難しく、実践における

課題である。したがって、地区活動の評価指標と

評価範囲を示した、評価ツールを作成するものと

した。評価ツールを活用することにより、地区活

動の評価を適切に行い、PDCAサイクルに基づいた、

より効果的な「地域特性に応じた保健活動」を展

開することができる。また、事業評価等について

も実践方法論として評価モデルをガイドライン

に盛り込むこととした。 

 

D. 考察 

本年度は、地域特性に応じた保健活動推進ガイ

ドラインの開発のための、保健活動で活用できる

ツールの開発段階まで進めた。来年度は、地区カ
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ルテと地域診断ツールや評価ツールと連動した 3

つのツールを完成させ、一体化するかどうかを含

めて検討し、保健師へのヒアリング後、モデル自

治体における試行と評価を行っていく予定であ 

る。また実践方法論としての評価モデルの検討を 

 

 

 

 

 

継続していく。 

 

E. 結論 

本研究では今年度、「地域特性に応じた保健活

動推進ガイドラインの開発」の実践的方法論の開

発と並行して、保健活動の実践で活用できる 3 つ

のツールを、開発段階まで進めることができた。 
 

F. 健康危機情報 

総括研究報告書による 
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